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　ＨＬ前とHL後に行った学生の感想を比較すると、ＨＬ前の感想では「参加したらイメージが変わっ
た」「講演会に比べて質問しやすい」「参考になった」「新鮮だった」などＨＬという取り組みへの評価
や興味・関心についての記述が多かったのに対して、ＨＬ後の感想をみると「自分自身を見直すことに
つながった」「自分の価値観が広がった」「自分への理解も深まった」など自己の内面の成長に着目した
記述が多かった。また、ＨＬ前の感想では、多様な背景を抱える「本」に対して「普段関わりのない人
達」「日常生活では会う機会のない人達」「助けを必要としている人」と表現としており、「マイノリティ」
をひとつの集団として捉え、カテゴリー化している様子がみられた。しかしながら、ＨＬ終了後に行っ
た学生の記述をみると「一人一人に」「たくさんの人と関わる」「様々な人」と表現しており、ひとつの
カテゴリーとしての見方から個人の生き方に対する共感へと変化した様子が伺われた。ＨＬ開催にあた
り、「本」としての協力者と連絡を取り合い、「あらすじ」を作成し、打ち合わせを重ねる過程で、人間
の多様な生き方に対する共感性が高まったのではないかと考えられる。今回得られた知見を基に、今後
はさらに、ＨＬの実践による効果と学生の自己教育力との関連性についても検証を行っていきたいと考
える。
８．おわりに
　2019年に新潟で行われる「第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭にいが
た大会」（2019年９月15日～ 11月30日）において、県が主催する事業としてこのＨＬが開催される。日
本国内でも拡がりをみせるＨＬであるが、県の施策としてその意義が認められ開催されることは日本で
も初めてのことである。ＨＬは社会のマイノリティや多様化する価値観に対する誤解や偏見を低減し多
文化共生社会を目指すだけでなく、「読者」にとってはその多様な社会で生き抜く基本的スキルを学ぶ
場でもあり、「本」にとっても自己開示を通して「理解」を促すことで、自己を明確化し社会における
存在意義を見出す貴重な機会である。さらに、それを教育の場とした場合、従来のアクティブラーニン
グで期待される対人コミュニケーション能力、問題解決力、論理的思考力、実行力といったスキル向上
だけではなく、「学生が他者と関わりながら、対象世界を深く学び、これまでの知識や経験と結び付け
ると同時にこれからの人生につなげていけるような学習」（松下2015、23）と定義されるディープ・ア
クティブラーニングの実践の場ともなり得る。今後も、さらなる可能性を秘めたＨＬを開催していくだ
けでなく、その意義を周知し、多くの人々がそれぞれの地域でこのＨＬを試みることをサポートしてい
ければと考える。また、教育ツールとしても、学生が将来、多文化共生社会のけん引役となれるよう、
引き続き「学生司書プロジェクト」の教育効果の検証と内容の充実を図りたい。
　ＨＬはその「書庫」に魅力ある「本」がなければ成立しない。今回のＨＬ開催にあたり趣旨にご賛同
いただき、「本」としてご協力いただいた方々に深く感謝すると同時に、ともに「多様性の理解」目指し、
今後もさらに協働していけることを強く願い結びとする。
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